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　昨年新築移転した北保育園で1月12日、小正月の伝統行事である団子刺しが

行われました。

　これは、以前の園舎の近所に住む高野清登さんから、「新しい園舎に行っても

元気で学んでください」と寄付された餅米6升を使って行われたもので、参加

した園児36人は、つきあがってくる餅を次々に丸め、用意されたミズキの枝に

思いおもいに刺していきました。



◆利用方法

健康教育、指導等

→　企業内への健康指導の

　機会ができ、より一層

　の健康増進が図れる。
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　ークのアクセスによってどこからでも
　いつでも自由に見ることができる仕組
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◆利用方法

　・保健（健康）教育・指導

　・福祉教育　　　　等

→　保健や福祉に関する教育

　の機会を増やすことにより、

　意識向上が図れる。
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◆利用方法

・健康相談・指導

・栄養相談・指導

→　高齢者の方が身近な場所で

　今までと同じ、人のふれあい

　を大切にした椙談や指導を受

　けることができる。
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マルチメディアの最先端をいくインターネット（NTT仙南支店にて

→　複数管所において同時に講習

　会・指導を効率的に行うことにより、

　より多くの対象者にきめ細かく

　実施できる。
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10

年
運
用
開
始
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
8
年
度
着
手

　
二
十
一
世
紀
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時

代
に
先
駆
け
て
、
中
心
施
設
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
病
院
、
公
民
館

な
ど
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
び
、
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す
る

「
白
石
市
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ
施
設

整
備
事
業
」
が
、
郵
政
省
の
モ
デ
ル
地

域
に
内
定
し
ま
し
た
。

　
静
岡
県
浜
松
市
、
愛
知
県
岡
崎
市
に

次
い
で
全
国
で
三
番
目
、
人
口
五
万
以

下
の
地
方
都
市
で
は
全
国
初
で
す
。
前

の
二
市
は
教
育
、
産
業
分
野
の
利
用
が

主
で
、
保
健
・
福
祉
分
野
で
は
白
石
市

が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

構
想
で
は
、
八
年
度
か
ら
二
か
年
で

市
中
心
部
の
旧
自
石
警
察
署
跡
地
に

「
（
仮
称
）
白
石
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
。
平
成
九
年
度
に
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完
成
す
る
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
市
役
所
、
病
院
、
公
民
館
、
学
校
、

企
業
な
ど
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
び
ま

す
。

　
そ
し
て
、
双
方
向
に
鮮
明
な
画
像
を

送
れ
る
特
性
を
生
か
し
、
テ
レ
ビ
会
議

な
ど
を
使
っ
て
の
介
護
者
や
高
齢
者
、

妊
産
婦
へ
の
支
援
や
健
康
指
導
、
学
校

や
企
業
な
ど
へ
の
健
康
教
育
な
ど
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
八
年
度
か
ら
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
や
光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
敷
設
を
行
い
、
平
成
十
年
四
月
か

ら
の
一
次
運
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
個
人
カ
ル
テ
の
I
C
カ
ー

ド
化
、
高
齢
者
家
庭
な
ど
へ
の
端
末
機

の
設
置
な
ど
も
進
め
、
最
終
的
に
は
在

宅
介
護
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

た
め
、
画
像
を
使
っ
た
遠
隔
診
療
や
健

康
情
報
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
白
石
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
は
、
三
階
建
て
で
延
べ
床
面

積
一
六
五
〇
㎡
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア

タ
ー
、
ビ
デ
オ
編
集
室
、
C
G
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
）
室
、
テ
レ

ビ
会
議
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
、
肌
で
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
を
体
験
す
る
た
め
の
数
々
の

設
備
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
白
石
の
情
報
を
日
本
に
、
世

界
に
発
信
す
る
た
め
の
施
設
で
も
あ
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
発
信
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
常
に
新
し
い
情
報
を

発
信
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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イ
タ
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ア
の
有
名
な
こ
と
わ
ざ
に
、
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が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
に
訳
せ
ば
、

「
静
か
に
ゆ
く
も
の
は

　
す
こ
や
か
に
ゆ
く

　
す
こ
や
か
に
ゆ
く
も
の
は

貞一川井長市

　
遠
く
ま
で
ゆ
く
」

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
わ

ざ
に
ま
つ
わ
る
話
を
一
つ
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
十
九
世
紀
の
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の

始
め
に
か
け
て
活
躍
し
た
、
経
済
学
者

に
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
と
い
う
人
が
い

ま
す
。
ワ
ル
ラ
ス
は
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
大
学
で
「
限
界
効
用
理
論
」
を

数
学
的
手
法
を
使
っ
て
構
成
し
た
、
ロ

ー
ザ
ン
ヌ
学
派
を
築
き
上
げ
た
人
で
あ

り
ま
す
。

　
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
の
父
、
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
・
ワ
ル
ラ
ス
も
経
済
学
者
で
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
学
問
と
し
て

の
経
済
学
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
研
究
に
疲
れ
る
と
オ
ー
ギ
ュ

ス
ト
は
い
つ
も
子
供
の
レ
オ
ン
を
つ
れ

て
、
郊
外
に
散
歩
に
出
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
彼
は
レ
オ
ン
に
、
次
の
よ
う

に
諭
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

「
レ
オ
ン
よ
。

　
父
は
、
若
い
と
き
か
ら
経
済
学
を
勉

　
強
し
て
今
日
に
至
っ
た
が
、
な
か
な

　
か
思
う
よ
う
に
事
が
進
ま
な
い
。

　
『
日
暮
れ
て
　
道
遠
し
』
の
感
が
あ

　
る
。
お
ま
え
は
ま
だ
若
く
、
春
秋
に

　
富
ん
で
い
る
。
ぜ
ひ
、
父
の
意
思
を

　
継
い
で
経
済
学
を
勉
強
し
、
他
の
自

　
然
科
学
と
同
じ
よ
う
な
学
問
体
系
を

　
経
済
学
に
打
ち
立
て
て
も
ら
い
た
い
。
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と
い
う
、
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
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勉
強
を
す
る
に
し
て
も
、
焦
っ
て
は

　
い
け
な
い
よ
。
ど
う
か
静
か
に
歩
い

　
て
も
ら
い
た
い
。
静
か
に
歩
く
と
、

　
心
も
体
も
健
や
か
に
歩
い
て
い
く
こ

　
と
が
で
き
る
。
健
や
か
に
歩
い
て
い

　
け
ば
、
我
々
の
悲
願
で
あ
る
、
よ
り

　
遠
く
ま
で
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
る
已

　
レ
オ
ン
・
ワ
ル
ラ
ス
は
、
こ
の
父
の

言
葉
を
し
っ
か
り
と
抱
き
締
め
、
つ
い

に
父
が
な
し
得
な
か
っ
た
学
問
的
体
系

を
成
就
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
学
派
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
話
を
学
生
時
代
に
私
に
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
、
安
井
琢
磨
と
い
う

有
名
な
経
済
学
者
で
あ
り
ま
し
た
。
安

井
先
生
は
、
決
し
て
焦
る
こ
と
な
く
、

し
か
し
、
常
に
新
し
い
も
の
を
求
め
て

進
ま
れ
る
方
で
し
た
。
東
大
や
東
北
大

で
先
生
に
鍛
え
ら
れ
た
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
「
安
井
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
テ
ン

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
年
に
二
回
ほ
ど

会
報
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
巻
頭
に
は
、
常
に
先
生
の
リ
ポ

ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
休

載
さ
れ
ま
し
た
。
編
集
を
担
当
し
て
い

る
石
田
と
言
う
友
人
が
先
生
の
お
宅
に

参
上
し
て
、
何
か
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
テ
ン
の

た
め
に
書
い
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
が
、
既
に
八
十
歳
を
す
ぎ

て
お
ら
れ
た
先
生
が
、

「
近
頃
、
こ
れ
と
い
っ
た

　
　
　
し
。
o
ヨ
Φ
3
ヨ
σ
q
昌
睾
が
な
い
。
」

と
言
っ
て
断
ら
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
八
十
歳
を
す
ぎ
て
も
、
常
に
休
み
な

く
前
進
す
る
先
生
の
気
迫
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
方
は
、
ま
だ
二
十
歳
。
は
る
か

に
春
秋
に
富
ん
で
い
ま
す
。
決
し
て
焦

る
こ
と
な
く
、
静
か
に
、
健
や
か
に
、

新
し
い
も
の
を
求
め
て
前
進
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
方
の
未
来
が
幸

せ
の
多
い
も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。
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「成人の日に

　　　　あたって」

鱗大学襲．

ふみ茄
　　　（福岡）

佐藤

　
今
日
、
成
人
式
に
臨
ん
だ
私
た
ち

は
、
大
き
な
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

雄
大
な
蔵
王
、
清
ら
か
な
白
石
川
の

あ
る
こ
の
ま
ち
で
、
の
び
の
び
と
育

っ
た
私
た
ち
も
二
十
歳
に
な
り
ま
し

た
。
成
人
の
日
を
迎
え
て
心
を
新
た

に
し
、
希
望
に
燃
え
つ
つ
、
同
時
に

大
人
と
し
て
の
自
分
の
行
動
へ
の
責

任
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
私
が
好
き
な
文
章
の
中
に
、
次
の

よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
　
「
慰
め

ら
れ
る
よ
り
は
慰
め
る
こ
と
を
、
理

解
さ
れ
る
よ
り
は
理
解
す
る
こ
と
を
、

愛
さ
れ
る
よ
り
は
愛
す
る
こ
と
を
」
。

　
今
ま
で
私
は
、
と
も
す
る
と
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
け
、
自
分
の
た
め
に

得
る
こ
と
だ
け
に
終
始
し
て
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
社
会
と
は
、
み
ん
な
で
共
に
生
き

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
二
十
歳
に
な

っ
た
私
た
ち
は
、
今
度
は
社
会
か
ら
、

地
域
の
方
々
か
ら
何
か
を
し
て
い
た

だ
く
よ
り
も
、
私
た
ち
が
社
会
や
地

域
の
た
め
に
、
何
か
を
し
て
差
し
上

げ
、
お
返
し
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と

琶『

「新成人になるに

　　　　あたって」

株卜・一力陳北工場

卓哉さん

　　　（自川）
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♂
志
ノ

職
議

　
　
～

　
　
』
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
ヤ
』

　
　
　
　
　
　
『

　
　
『
　
　

　
　
　
　

を
決
意
す
る
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
学
生
だ
か
ら
で
き
な
い
、
忙

し
い
か
ら
で
き
な
い
な
ど
と
諦
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
制
限
の
中
で

私
に
も
、
皆
さ
ん
に
も
、
自
分
の
で

き
る
こ
と
が
何
か
あ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
、
義
務
感
か
ら
行
動
に
移
す
の

で
は
な
く
、
無
条
件
で
行
う
こ
と
が

で
き
た
ら
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
私
た
ち
五
百
三
十

名
が
成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
を
挙
げ
て
祝

っ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
今
日
、
こ
の
日
を
迎
え

ら
れ
た
の
も
、
私
た
ち
を
励
ま
し
、

支
え
て
く
れ
た
両
親
や
地
域
の
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
通
し
て
、
そ
の
皆
様
の
厚
意

に
甘
え
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
自
身

の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
す
で
に
就
職
を
し
、
社
会

人
と
し
て
一
人
前
で
あ
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
心
の
ど
こ
か
で
ま

だ
法
的
に
自
立
し
て
い
な
い
こ
と
に

対
す
る
甘
え
、
ひ
い
て
は
両
親
に
対

し
て
の
甘
え
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
自
分
を
、
今
日
こ
の

日
を
境
に
、
と
は
い
か
な
い
で
し
ょ

う
が
、
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

自
分
の
言
動
に
迷
い
と
過
ち
が
な
い

強
い
人
間
、
そ
し
て
自
分
の
心
を
自

分
が
最
も
信
頼
で
き
る
よ
う
な
人
間

に
な
れ
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
わ
が
国
の
社
会
情
勢
は
大

き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
社
会
の
中
で
、
前
に
述
べ
た
強

い
人
間
に
自
分
を
育
て
、
世
界
を
大

き
く
、
正
し
く
揺
ら
し
動
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
が
息
を
引
き
取
る
時
、

自
分
の
人
生
に
悔
い
が
な
け
れ
ば
最

高
だ
と
思
い
ま
す
。

副
趨



みなさ！レからの牽敵な
．情報を待うてます！
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自石城を火災から守ろう

　120年ぶi）に復元された白石城で

12月26日、初めての火災警防訓練が

行われました。

　白石市、白石消防署、消防団など

から130人が参加。天守閣1階から

出火し、観光客が逃げ遅れたとの想

定で始ま1）、天守閣1階からはしご

車で！人を救出したほか、3階から

救急車がロープを使って負傷者を救

出、公園広場で初期消火訓練が本番

さながらに行われました。

禦 喪

旱く治るようにかんばります

“　　、1卍　　　‘i
題愚 鋤

　病気やけがなどで入院している子

どもたちが、治療をしながら勉強を

続けている第二小学校、白石中学校

の公立刈田綜合病院分校クリスマス

会が12月14日、刈田病院で行われま

した。

　最初に、サンタが現れ子どもたち

一入ひとりにプレゼントを渡すと、

子どもたちも手作1）のカレンダーを

出席者にプレゼント。

　その後、この日のために練習を重

ねてきた劇「腕じまんのお医者さん

たち」などが上演され、会場からは

惜しみない拍手が送られていました。

新入学の子供たちにお年玉

醤璽：弧　＝嵩9告厩蹴三▲

　白石郵便局がこの春に入学する市

内の子供たち303人に送った年賀状

のお年玉抽選会が1月17日、南保育

園で開かれました。

　同園で4月に小学校に入学する園

児20人と郵便局貝1Q人が、いす取1）

ゲームなどで当選番号を決めまし

た。当選番号は次のとおりです。

（下2桁）

08．10，13．15，31．37．39．40．43．47．51。

52．62。69．74，79．80．81，92．97

谷風の絵を寄贈

　耳のガンと戦いながら日本画を描

き続けている千葉勇作さん（仙台市

青葉区花壇、64歳）が12月26日、川

井市長を訪れ、仙台出身で江戸時代

の大横綱として知られる谷風梶之助

を描いた「着衣の谷風」を寄贈しま

した。

　絵は三引き文の黒紋付を着て、伊

達家から拝領した扇を持つ谷風の姿

を描いた30号の大作。谷風が白石城

主片倉家のお抱え力士だったことな

どから白石市に寄贈したもので、千

葉さんは「白石にゆかりの深い大横

綱がいたことを誇1）に思って欲し

い」と話していました。

　　』’贋1了為荒㌘躯

　　　　　魁・一

　　　　　窪露
　　　　　蓼
匹

一年の精進を誓う

　新春恒例のこけしの初びきが1月

2日、弥治郎地区のこけし神社で行

われました。初めに弥治郎系の工人

代表の佐藤正さん（郡山市磐梯熱海

温泉、66歳）を先頭に、地元の子供た

ちがこけしのみこしを引いて周囲を

練り歩き、佐藤さんは神社脇に設け

られたろくろ台に向かいました。

羅
酒

　　　ヲ恥㌧1

　佐藤さんは慎重に胴や頭をひいた

後、絵付けを施し、完成したこけし

は神社に奉納され、工人たちは1年

の繁栄と精進を誓いました。

新春の恒例行事

艶．釜

．一．
～』翌

、　曽

調

　新春の恒例行事である白石和紙の

初すきが、市内鷹巣の遠藤忠雄さん

（82）の白石和紙工房で行われました。

　神事によ1）工房内を清めた後、現

在ただ一人のすき手となった遠藤さ

んが、一枚、また一枚と確かな手つ

きで和紙をすき始めました。

　初すきの和紙は例年、奈良県の東

大寺に納められ、「お水取1）」行事で

僧りょの紙衣や仏前の造花に使用さ

れます。

白石城で年越し

響“嚇　　隔‘ぞ」 l

　藍霞薪う：マ肥＝蟹

』畠

　　　　　［ミご

　　　　　　膿毒、＿＿一
　白石の新しいシンボル白石城で、

大毎日から元旦にかけて、「除夜の鐘

を鳴らす会」「初日の出を拝む会」が

開催されました。

　除夜の鐘を鳴らす会は、白石青年

会議所が藩政時代に白石城にあった

鐘を復元し、仮設の鐘楼を天守閣脇

に組んで行われました。会場には、

108家族が順番に整理券を持って並

ぶ盛況ぶ1）で、今年1年の無病、曽、災

を願い鐘をつきました。

　また、明けて元旦には、白石城天

守閣で「初日の出を拝む会」が催さ

れました。参加者は6時30分に天守

閣に登1）日の出を待ちましたが、あ

いにくの雲で予定時問には太陽が見

えず、朝焼けに向かって手を合わせ

る参加者も。

　このほかにも、元旦ウォータ・ラ

ジオ体操イン白石城や白石城元旦マ

ラソンも行われ、大勢の参加者で賑

わっていました。

　　　　　　　　N蠣

1・愈劣

若々しい能・狂冒の世界

ζ蝋、、

＿＿～～＿＿＿』＿＿轟一”

欝観窪鷹蕩纐翻曝
　1月14日、白石市古典芸能伝承の

館（碧水園）で、喜多流の若手能楽師

による喜多流青年能が行われ、集ま

った340人の観客を楽しませました。

　当日の仕舞、能は若手能楽師を中

心とした構成となり、上演された、

「六浦」「野守」等では、初々しい中

にも切れ味の鋭い演技を披露してい

ました。

　また、和泉流狂言の「しびり」で

太郎冠者役を演じた石田淡朗くんは

小学2年生での舞台とな1）、会場か

らは惜しみない拍手が送られていま

した。

心の時代に

醐灘 ”菖 二

　1月6日、中央公民館で第11回小・

中・高仙南かるた競技大会が行われ、

宮城県かるた連盟（高橋輝生会長）が

主催して毎年行われているもので、

会場では会長の読み上げる百入一首

に合わせ、仙南各地から参加した

27入が次々と取っていきました。

主な成績（敬称略）

小学生の部準優勝　亘理美奈恵（二

小6年）、同4位　半沢美香（同5年）

中学生の部優勝　半沢香織（東中3

年）、準優勝　亘理玲奈（同3年）、

第3位　菊池昇子（同1年）、同4位

高橋加奈（同1年）、同5位　阿部香

菜子（同1年）

　　　　簸偲了璽騨初ぎ麻奪r農

二虚亀’1’
　　　ノ　　　　　　　ノ』

遷

濁
、

伝統行事を再現

　片倉家中武家屋敷「1日小関家」で

は、年末から年始にかけて様々な伝

統行事が再現されました。

　12月22日の「冬至の会」では、小

豆とカボチャを2時間以上煮付けた

冬至カボチャ、27日の「正月を迎え

る会」では市内大鷹沢の縄作り名入

佐藤元さん（71）の指導で作るしめ

縄や、うすときねで作られたもち、

1月7日の「七草の会」では、小さ

なもちの入ったこの地方独特の七草

がゆと、いずれも古式ゆかしい伝統

行事が行われ、訪れた入たちを視覚

と味覚で楽しませていました。

新春に防火を誓う

凡 ＿裏一甑　一

r犠瓢叢盤灘瀟購蕊
　団員680入、消防積載車32台、ポン

プ車3台が集合して1月7日、白石
消防団の出初め式が行われました。

　白石城から出発した消防積載車と

ポンプ車、それに白石中から団員が

出発。市内目抜き通りをパレードし

た後、第一小学校で式典が行われ、

川井市長が団員に対し昨年の予防消

防活動を讃え今年の火災ゼロを訴え

ました。

　最後に、団員が小型ポンプ10台に

よ1）一斉放水を披露し、火災や事故

のない一年を誓い合っていました。



市
民
丈
芸
鵜
評
罐
鵬
纒
灘
裂
麟
朧
酢
顕
鰐
糞
響

川
股
兵
三
選

燃
え
た
ぎ
る
初
日
輝
き
今
昇
る
老
の
鼓
動
は
高
鳴
り

止
ま
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

病
む
窓
に
限
ら
れ
見
ゆ
る
秋
空
に
と
ど
ま
り
て
を
り

臼
雲
↓
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

南
方
に
眠
る
戦
友
を
慰
む
と
七
十
路
の
夫
今
朝
旅
立

ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

山
田
　
濱

熟
れ
し
柚
子
に
初
冬
の
日
差
し
柔
ら
か
く
人
に
分
か

つ
と
今
朝
椀
ぎ
取
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

山
茶
花
の
紅
き
つ
ぼ
み
は
生
垣
に
冴
え
て
通
院
の
一

年
め
ぐ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

「
沖
止
め
」
の
浜
に
小
舟
の
繋
れ
て
岬
の
道
を
葬
列

が
行
く
　
　
　
　
　
　

鈴
木
和
江

手
に
と
れ
ば
感
極
ま
り
て
涙
出
づ
わ
が
名
も
連
な
る

歌
集
届
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

菜
園
を
霜
打
ち
す
れ
ば
冬
眠
の
蛙
現
わ
れ
そ
っ
と
戻

せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

今
年
ま
た
亡
夫
の
形
見
の
紅
梅
が
蕾
ふ
く
ら
み
咲
き

初
め
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

時
の
流
れ
を
止
め
て
お
き
た
し
六
十
路
坂
日
め
ぐ
り

暦
め
く
り
て
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

「
評
」
一
首
目
、
輝
き
な
が
ら
昇
る
初
日
に
新
し
い

年
の
幸
せ
を
祈
る
。
高
鳴
る
胸
の
鼓
動
は
若
い
者
と

変
わ
ら
な
い
。
二
首
目
、
病
窓
の
限
ら
れ
た
広
さ
の

空
に
し
ば
し
心
静
か
に
作
者
は
美
し
い
雲
を
眺
め
る
。

三
首
目
、
戦
後
五
十
年
老
い
し
夫
は
南
方
に
眠
る
戦

友
の
慰
霊
の
た
め
勇
ん
で
出
発
し
て
い
く
。

遠
藤
秋
尾
選

綿
虫
の
水
色
淡
く
手
に
落
ち
ぬ

初
雪
の
す
ぐ
解
け
易
く
消
え
易
く

佐
藤
周
子

日
下
　
文

貞
二
忌
の
雪
降
る
頃
と
な
り
に
け
り

照
明
に
夜
ご
と
浮
く
城
冬
の
月

着
ぶ
く
れ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
男
女
か
な

初
雪
に
使
い
馴
れ
た
る
竹
箒

　
は
さ
み

雪
吊
に
鋏
の
音
の
透
き
通
る

内
定
の
孫
に
賜
は
る
菊
日
和

ひ
さ
し

手
庇
に
仰
ぐ
白
鳥
夕
日
燃
ゆ

　
　
　
　
　
う
み

凍
星
や
サ
フ
ァ
イ
ヤ
の
ご
と
湖
の
上

「
評
」
一
句
目
、

鈴
木
民
子

熊
谷
敏
子

高
橋
正
雄

川
村
静
恵

若
桑
げ
ん
じ

高
子
た
ち
ば
な

八
島
葉
子

青
木
良
子

　
　
　
　
「
水
色
淡
く
」
は
綿
虫
の
命
の
は

か
な
さ
を
そ
っ
と
手
に
受
け
た
の
で
あ
る
。
二
句
目
、

こ
れ
も
初
雪
の
は
か
な
さ
を
感
じ
て
の
句
。
三
句
目
、

前
市
民
俳
壇
の
選
者
で
あ
ら
れ
た
貞
二
先
生
が
急
逝

さ
れ
て
早
く
も
一
年
忌
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
の
よ

う
に
雪
降
る
頃
で
あ
っ
た
。
師
へ
の
追
慕
の
心
情
を

旬
に
表
し
て
い
る
。

近
江
孫
太
郎
選

残
留
孤
児
の
記
憶
は
遠
く
と
お
く
白
　
菊
池
　
不
忘

回
顧
と
展
望
カ
ク
テ
ル
に
し
て
城
と
な
り

官
官
が
消
え
て
不
オ
ン
も
一
つ
消
え

荒
縄
で
花
の
轄
を
編
み
あ
げ
る

こ
の
先
は
交
通
規
制
の
愛
で
あ
る

窓
際
で
あ
ろ
う
と
職
に
あ
る
平
和

カ
レ
ン
ダ
ー
あ
と
一
枚
に
か
け
る
夢

光
陰
の
流
れ
に
も
ま
れ
浮
き
沈
み

噛
み
合
わ
ぬ
心
と
身
体
に
す
き
ま
風

ラ
ブ
レ
タ
i
愛
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
と
ば
し
る

芝
玄
太
郎

四
竈
英
夫

片
岡
鶴
子

南
か
ほ
る

小
野
嘉
津
子

佐
藤
武
雄

一
條
芳
子

大
沼
妙
子

米
沢
礼
子

「
評
」
一
句
目
、
中
国
残
留
孤
児
の
肉
親
探
し
…

戦
争
が
も
た
ら
し
た
一
大
悲
劇
。
般
若
心
境
の
「
色

即
是
空
」
　
（
形
あ
る
も
の
は
す
べ
て
空
で
あ
る
）
」

を
連
想
さ
せ
た
。
　
「
遠
く
と
お
く
白
」
の
表
現
法
に

確
か
な
川
柳
眼
を
見
る
。
秀
句
。
二
句
目
、
市
の
過

去
と
未
釆
を
ふ
ま
え
て
の
白
石
城
復
元
と
詠
ん
だ
作

旬
が
光
る
。
ま
た
、
　
「
カ
ク
テ
ル
に
」
の
表
現
が
新

鮮
な
旬
に
し
た
。
佳
句
。
三
句
目
、
官
官
接
待
廃
止

に
伴
う
悲
劇
面
を
、
川
柳
と
い
う
眼
で
確
か
に
捉
え

た
力
量
は
評
価
さ
れ
よ
う
。
佳
句
。

　
　
　
　
　
　
禽

薯＜

塁
，
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宮城県白石地区農業改良普及センター

　　高田　千春さん（24歳・福岡）

偽絆

サ仕事について

　農作物の栽培技術、特に果樹栽培についての普

及指導にあたっています。

讐夢や目標

　将来は今の仕事を続けながら、幸せな結婚をす

ることかな？とりあえず今は、色々なことにチャ

レンジして知識を広げていきたいと思ってます。

サ理想のタイプ

　やさしくて明るい人。一緒にいて疲れない、笑

いのツボが同じ人がいいですね。

o　o●●●o●●●●●●◎●
　　　　　　　　　　　．轟醜一、

』
’
窒
・

　　笑いのボランティア

小片琴子さん（沢端町

き
き
生
涯
学
習

騨薗…

㈱
㎜

　腹話術で演じたらどうなるかな？いろいろ

な話の台本を作つてみる。臼石の歴史に残る

「片平観平」も演じてみた。未熟な演技にも

目を見張る子どもたち。人形を抱いて喜ぶ年

輩の方…・みんなの笑顔に励まされ、人形ゆう

ちゃんと一緒に“笑い”のボランティアをし

ております。たくさんの方との出会いがあり

学ぶことの多い日々となりました。腹式呼吸

が基本なので若く美しくなるためにも、さら

に勉強して行かねば！と思っております。

醜なものを出し創で

　　　　　　　奥的まさ濁、

　わくわくランドは、子供を持つお母さ

んのためのサークルです。「人にはそれ

ぞれ得意なものが何かきっとあるはず。

それを皆で出し含ってお互いを高めてい

こうJというのがテーマです。といっても

内容は堅苦しいものではありません。毎

週金曜日の10時か512時まで中央公民館

の講座室で活動しています。

　広い畳敷ぎの部屋で子どもたちをのび

のび遊ぱせながら、親たちはジャズダン

スや手芸、調理室での調理実習と、めい

っぱい楽しんでいます。その他、クリス

マス会や誕生会、季節の良い頃にはピク

ニックに出かけることもしばしばです。

また、子供にできる限り手作りのおやつ

を、ということで毎回交代で持参してい

ます。にぎやかにおしゃべりをしなが5

のおやつは、親も子もとても楽しみです

　これらの活動内容は、すべてメンバー

の入念なディスカッションによって決め

られます。飛躍しすぎて、話がとんでも

ない方向にいってしまうこともしょっち

ゅうですが、　「自分の意見ははっぎり述

べる」をモットーにがんばってい表す。

嗣　
、
　
辱
帆

　
　
　
営
導

　
　
』

関
凸

　
　
　
　
　
桑

羅
鱒
・

繭
・
　
鶉
》
、

（
★

孤

h
雫

食
・

．
　
臥

’

〆
、

験

、
・
甲

6【1

AUSTRALIA95c

便り、一』ヌ、／、ピル

　ハーストビル市内のクリケット場で、市役所の屋内　　　　齢0η曾5h朋盈”ちやん

職員V　S屋外職員のクリケット大会が行われました。

がハンバーガー酢ってくれたり、ジ＿スやビール、　臨騨幽㍉＼繕難

　今までクリケットは男性のみのスポーツでしたが・

最近では国際的にも女性もできるスポーツとなってき

ているそうです。私もぜひ挑戦してみたいと思っています。

　PS，次の日、屋内の職員の人たちは“筋肉痛”で大変だったそうです。
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春
季
火
災
予
防
運
動
男
～
男

　
春
季
火
災
予
防
運
動
が
、
三
月
一
日

か
ら
七
日
ま
で
の
七
日
間
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
統
一
標
語
は
『
災
害
に
　
備
え
て
日

頃
の
　
火
の
用
心
』
で
す
。

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
人
災
で
あ
り
、

火
を
使
う
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
発
生
し
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
が
身
の
回
り
の
火
へ
の
注
意
を
怠

ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ら
を
注
意
し
、

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
火
の
用
心

　
　
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ー
、
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

2
、
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

　
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

3
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い

4
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い

5
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
置
か
な
い

6
、
お
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

7
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
物

　
を
近
づ
け
な
い

白石市における火災発生状況

』
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1

　1

　1

0

0

0

　1

0

13

　4

2

0

5

0

0

1

2

5

7

1

閃

た　　ば　　こ

た　　き　　火

コ　　　ン　　　ロ

風呂・かまど

ライター・マッチ

煙　　　　突

放火の疑い
火入れの火の粉

そ　 の　 他

不　　　　明

，
．
　
で

　
　
　
　
で

寸　
　
　
　
炉

釜
一

白石市内で発生した救急件数

　2

　0

149

11

　　2

54

　　1

　　5

427

129

闘

　0

139

11

　　2

57

　　1

　　7

457

132

羅

　　1

156

　　2

　　2

52

　　5

　　5

413

103

　　1

126

　　3

　　2

58

　　6

　　7

439

113

火　　災

水難事故

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

害加

自損行為

急病
その他

騒

　
　
　
、
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

Q
、
子
供
か
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
の
に
、
保
険
税
の
納
付
書
が
世

帯
主
の
名
前
で
送
ら
れ
て
来
る
の
は
？

A
、
他
の
税
金
と
異
な
り
国
民
健
康
保

険
税
は
世
帯
単
位
で
課
税
す
る
た
め
、

世
帯
主
に
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
世
帯
主
の
名
前
で
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
税
額
の
計
算
に

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

　
二
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
八
期
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
こ
協
力
く

だ
さ
い
。

宮
城
県
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　
　
　
　
対
策
会
議
か
ら
の
お
願
い

④
不
要
時
の
照
明
、
暖
房
機
器
、
テ
レ

　
ビ
、
瞬
間
湯
沸
か
し
器
な
ど
は
こ
ま

　
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
照
明
器
具
な
ど
は
こ
ま
め
に
清
掃
し

　
ま
し
よ
う
。

⑥
マ
イ
カ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
、
急
発

　
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
、
不
必
要

　
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
な
ど
経

　
済
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
レ
ジ
ャ
ー
、
年
末
年
始
の
移
動
を
は

　
じ
め
と
し
て
、
で
き
る
限
り
、
鉄

　
道
、
バ
ス
な
ど
の
大
量
輸
送
機
関
の

　
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

灘

　
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
球

環
境
問
題
、
窒
素
酸
化
物
な
ど
に
よ
る

大
気
汚
染
な
ど
の
環
境
問
題
へ
の
対
応

策
の
一
つ
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
暖
房
中
の
室
温
は
上
が
り
す
ぎ
な
い

　
よ
う
に
適
切
な
調
整
を
し
ま
し
ょ
う

②
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

　
利
用
な
ど
に
よ
り
、
室
内
の
保
温
に

　
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
暖
房
器
具
は
、
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
高
い
機
器
を

　
選
択
し
、
合
理
的
な
使
用
を
心
が
け

　
ま
し
ょ
う
。

㊨保健課㊥603
胃がん検診のお知らせ

　胃がん検診を下記の日程で行ないます。申し込まれた方には受診票を送付いたしましたので

指定の日時に必ず受けてください。

所

館

大鷹沢公民館
大鷹沢公民館
大鷹沢公民館
越河公民館
越河公民館
斎川公民館
斎川公民館

館

館

館

館

館

館

施　場

川公民
川公民
川公民
川公民
谷公民
谷公民
谷公民

実

　白

　白

　白

　白

　深

　深

　深

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

タ　ー

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ
健康セ

館

館

食官

館

館

民

民

民

民

公

公

公

公

原

原

原

原

小

小

小

館

負官

負官

民

民

民

民

公

公

公

公

央

央

央

央

中

中

中

中

￥』ノタ　ー

タ　ー

タ　ー

ン

ン

ン

健康セ
健康セ
健康セ

曜

月

火

水

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

実施月日

2月5日

2月6日

2月7日

2月8日

2月9日

2月13日

2月14日

2月15日

2月16日

2月19日

2月20日

2月21日

2月22日

2月23日

2月26日

2月27日

2月28日

2月29日

3月1日

3月4日

3月5日

国
民
年
金
か
ら

⑧
＝
二
六

○
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六

卜
五
歳
か
ら
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
い
ず

れ
か
の
公
的
年
金
の
被
保
険
者
に
も
な

っ
て
い
な
い
人
は
、
六
十
歳
以
上
で
あ

れ
ば
本
人
の
希
望
に
よ
り
年
金
を
繰
り

上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場

合
は
一
一
％
～
四
二
％
の
減
額
と
な

り
、
そ
の
率
は
生
涯
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
制
限
を
受
け

ま
す
。

①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
六
十

　
五
歳
ま
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
一
級
ま
た
は

　
二
級
の
障
害
に
該
当
す
る
よ
う
に
な

　
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
。

③
就
職
し
て
第
二
号
被
保
険
者
に
な
る

　
と
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
き
は
、
後

で
悔
や
む
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
く
考

え
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

⇔
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の

　
　
　
被
保
険
者
期
間
に
特
例
が
で
き
ま
す

　
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
　
　
前
の
期
間
を
保
険
料
免
除
期
間
と
し
、

方
（
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
生
　
　
そ
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
追
納
を
認

ま
れ
）
に
つ
い
て
は
、
永
住
帰
国
し
た
　
　
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
額
の
増
額
を

日
か
ら
引
き
続
い
て
一
年
以
上
日
本
国
　
　
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
に
住
所
を
有
し
た
場
合
、
永
住
帰
国

蘇
国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
が
社
　
　
め
た
と
き
や
、
家
族
が
納
め
た
保
険
料

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
一
　
　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
た
方
々
に

年
間
に
納
め
た
保
険
料
の
合
計
で
す
。
　
　
つ
い
て
も
、
同
様
と
な
り
ま
す
。

　
過
去
に
未
納
で
あ
っ
た
期
間
や
、
免

除
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
納



の
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欝

圏

糖尿病

公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
内
科
科
長
佐
藤

畠　
　
　
　
　
す
い
ぞ
う

　
「
　
－　

糖
尿
病
は
、
膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る

　
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働

　
き
が
相
対
的
に
不
足
し
て
起
こ
る
病
気

　
で
す
。
そ
の
大
部
分
は
、
発
病
し
や
す

　
い
体
質
に
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
が
加

　
わ
っ
て
発
症
し
ま
す
が
、
近
年
、
生
活

　
水
準
の
向
上
や
生
活
様
式
の
変
化
に
伴

　
っ
て
著
し
く
増
加
し
、
ま
た
若
年
化
し

　
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
持
続
す
る
高
血
糖
な
ど

　
で
徐
々
に
全
身
に
分
布
す
る
血
管
壁
が

　
損
わ
れ
、
動
脈
硬
化
症
や
細
小
血
管
症

　
と
呼
ば
れ
る
血
管
障
害
を
き
た
す
こ
と

　
で
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
視
力
低
下
や

　
腎
臓
病
の
原
因
と
な
り
、
健
康
と
社
会

　
活
動
に
多
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い

　
ま
す
。

　
血
管
障
害
の
発
症
、
進
行
の
防
止
に

英
幸

銑
、
．

　
　
　
轟
ず

は
、
軽
症
期
治
療
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
軽
症
期
に
は

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
分
泌
低
下
や
そ
の
働

き
に
対
す
る
抵
抗
性
が
少
な
く
、
血
糖

管
理
が
容
易
で
、
高
血
糖
に
よ
る
病
気

自
体
の
増
悪
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
糖
尿
病
に
お
け
る

動
脈
硬
化
症
は
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
働

き
に
対
す
る
抵
抗
性
と
、
そ
れ
に
よ
る

高
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
血
症
で
特
徴
づ
け
ら

れ
る
軽
症
期
に
そ
の
温
床
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。

　
糖
尿
病
は
、
顕
著
な
高
血
糖
が
あ
っ

て
も
症
状
が
な
い
た
め
、
放
置
さ
れ
が

ち
で
す
。
軽
症
糖
尿
病
の
早
期
発
見
と

治
療
の
た
め
、
検
診
な
ど
を
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今月は児童手当の
支給月です

　今月は平成7年10月分から平成8

年！月分の児童手当が振込にな『）

ます。

　今月の5日以降に、該当する金融

機関で受け取ってください。

※振込まれていない場合は、市役所

　市民課市民係a25－2111（内線）

　134へご連絡ください。

確かめましょう／宮城の最低賃金

　サン・ファン・バウティスタ号

　の一般公開の一時中止

　現在石巻漁港西港で一般公開中の

サン・ファン・バウティスタは、船

体検査・補修および東京港曳航準備

のため、下記期間の一般公開を一時

中止します。なお、4月下旬以降は

東京港に曳航し、約1か月間一般公

開を行う予定です。

o一般公開中止期間

　2月13日～2月23日、3月27日～
4月22日

○問い合わせ先　勧慶長遣欧使節船

　協会智0225－93－91Q2

7年10月1日改定◎地域別最低賃金

時間額額日最低賃金の件名

569円4，514円宮城県最低賃金

7年12月20日改定◎産業別最低賃金

時間額額日最低賃金の件名

662円5，285円鉄　鋼　業

634円5，072円電気機械器具製造業

642円5，129円自動車小売業

掃、片づけその他これらに準ずる

軽易な業務に主として従事する者

　　「電気機械器具製造業」にあっ

　ては、次に掲げる業務に主として

従事する者。

　イ　清掃または片づけの業務

　ロ　手作業による包装、袋詰め、

　　箱詰めまたは運搬の業務

○お問い合せ先

　宮城労働基準監督局賃金課

　ao22－299－8841

　大河原労働基準監督署

　盈0224－53－2154

●上記の最低賃金には、精皆勤手

　当、通勤手当、家族手当、賞与、

　時間外・休日・深夜手当などは算

　入されません。

●産業別最低賃金から適用除外され

　る労働者（県最低賃金が適用）

①18歳未満または65歳以上の者

②雇い入れ3か月未満の労働者で技

　能習得中の者

③「鉄鋼業」にあっては、清掃または

　片づけの業務に主として従事す

　る者。

　「自動車小売業」にあっては、清

鴬
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乳製品を使った

ク
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ヘルスメイト白石

佐藤末子さん
　　　　　　（福岡）

ノ
！　

！

　
　
ノ

　
　
！

シーチキン入り
ポテトグラタン
すぐ作ってみたくなる簡単グラタン

寒い季節のおやつや夕食に／

　
　
夢
㌦
ン
ノ
、
郵

轟
毒

粛
夢
鉱

　
　
4
　
、
と

材料〈4人分〉

じゃがいも一……甲・…大4個

ブロッコリー…………1／2個

たまねぎ………………中1個

シーチキン90昏缶………3缶

ノく夕一・……………・……・20曾

牛乳・…・……………・500cc

マヨネーズ…………大さじ8

塩………一……・r……一…少々

こしよう・………………一・少々

とろけるチーズ………旧0号

？

’翼

〈
作
り
方
〉

①
じ
ゃ
が
い
も
は
5
ミ
リ
幅
の
輪
切
り

　
に
し
、
珈
㏄
の
牛
乳
で
竹
串
が
通
る

　
く
ら
い
ま
で
煮
る
。

②
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
ゆ
で
て
お
く
。

③
た
ま
ね
ぎ
は
薄
切
り
に
し
て
バ
タ
ー

　
で
し
ん
な
り
す
る
ま
で
妙
め
る
。

④
シ
ー
チ
キ
ン
に
塩
、
こ
し
ょ
う
、
③

　
と
一
緒
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
て

　
お
く
。

⑤
耐
熱
容
器
に
バ
タ
ー
を
塗
り
、
①
の

　
じ
ゃ
が
い
も
と
③
、
④
を
交
互
に
重

　
ね
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
添
え
て
と
ろ

　
け
る
チ
ー
ズ
を
か
け
、
薄
く
こ
げ
め

　
が
つ
く
程
度
に
焼
く
。

圃回回
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資格を取りたいあなたヘ
アドバイス

　
「
行
政
書
士
O
O
協
会
で
す
。

今
、
行
政
書
士
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
行
政
書
士
を
養
成
す
る
特
別

制
度
に
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
」
と
職
場
や
家
に
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

？
そ
ん
な
と
き
、
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
た
り
資
料
を
送
っ
て
欲
し

い
と
返
事
を
し
て
、
送
付
さ
れ
た

も
の
は
、
資
料
で
な
く
受
講
登
録

証
と
会
員
証
と
受
講
料
の
請
求
書
。

　
こ
ん
な
時
は
申
し
込
ん
だ
覚
え

が
な
い
の
で
、
契
約
は
成
立
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
受
講
料
は

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
放
っ
て
お
く
と
何
度
も
電
話

を
か
け
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は

き
然
と
し
た
態
度
を
示
し
「
契
約

し
た
覚
え
が
な
い
」
と
書
面
で
通

知
し
ま
し
ょ
う
。

Q
、
行
政
書
士
と
は
？

A
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
い
た
国

　
家
資
格
で
す
。

Q
、
仕
事
の
内
容
は
？

A
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
を

　
作
成
し
た
り
、
書
類
の
提
出
手

　
続
き
の
代
行
を
す
る
業
務
で
す
。

Q
、
試
験
は
？

A
、
自
治
大
臣
が
行
う
国
家
試
験

Q
、
受
験
資
格
は
？

A
、
高
卒
ま
た
は
同
等
の
国
や
地

　
方
自
治
体
の
公
務
員
で
行
政
事

　
務
経
験
通
算
三
年
以
上
の
者

Q
、
合
格
率
は
？

A
、
一
〇
％
未
満
で
簡
単
に
は
と

　
れ
ま
せ
ん
。

Q
、
問
い
合
わ
せ
先
は
？

A
、
各
都
道
府
県
の
行
政
書
士
担

　
当
係
か
行
政
書
士
会
ま
た
は
行

・
政
書
士
連
合
会
へ

調査年月日：平成8年1月5日
安　値

　　　78

　　498

1，500

6，300

　　120

　　550

　　594

　　756

　　105

　　　69

4，560

高　値

　　138

　　598

2，300

8，500

　　250

　　680

　　720

　　810

　　112

　　　75

5，670

対前年同月比

　十　3

　十50
　十186

　十713

　十16

　十18

　－64

　－38

　－11
　－　8

　十107

平均価格

　　104

　　570

1，966

7，133

　　156

　　588

　　687

　　772

　　107

　　　72

5，143

　規　　　　　格

巾畠25cm、長さ8m
綿化繊用無リン祇箱入1］
i農栢汽！ト鷺1！1　5kg

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
18を店頭価額

18乏配達料込価額

1を現金

1尼現金

10m，

　品　　目

アノレミホイノレ

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クり一ニング

カレーライス

灯　　　油

レギュラーガソリン

軽　　　油

プロパンガス

安　値

　　　97

　　148

　　　57

　　188

　　198

　　298

　　177

　　168

　　298

　　　75

　　148

高　値

　　165

　　193

　　　82

　　223

　　298

　　368

　　198

　　198

　　358

　　　79

　　198

対前年朋比

　一　1

　－　23

　－　5

　－　22

　十　3

　十　25

　－29
　－　　1

　－　22

　－33

　－27

平均価格

　135
　168
　　66

　198
　265
　343
　　161

　　187

　329
　　77

　　168

　規　　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1kg
袋入1〕1009

上白糖1kg
上級濃口1セポリ容器入1）

ポリ容器入ど）700g

カルトン入リソフト225g

紙容器入り1，000cc

カノレトン入り2259

400枚億OO組）紙箱入ll

幅30cm、長さ20m

　品　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　 乳　
　
『
一
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一
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／

　
　
で

　
　
一
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ラ
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タ

　
ド
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．
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〆参加費と入場整理券

について

　左記の催し物の一部に参加費がか

かります。

O素人力ラオケ大会　　　3，000円

○社交ダンスのつどい　　　300円

○アンサンブル白石演奏会

　　　大　　　人　　　　800円

　　　高校生以下　　　　500円

O前夜祭　　　　　　　　　　800円

　また、文化講演会には入場整理券

が必要です。その他は入場無料！

　詳しくは中央公民館盈24－5377、

26－2453へお問い合わせください。

り文化講演会講師

相川　宏氏のプロフィール

　　　　　相川　宏氏

　昭和8年神奈川県横須賀市生まれ。

東京経済大学経済学部卒業。昭和32

年NHK入局。アナウンサー一筋で
報道リポーター、芸能司会、教育、

教育芸術などあらゆる分野の司会を

担当。担当したビックイベントに大

阪万博全期間の中継、紅臼歌合戦の

総合司会、　「思い出のメロディー」

などがある。

　文化講演会講師変更のお知らせ一

　　講師の都合により相川宏氏に変更

　になりました。すでにお手元にある

　入場整理券（平野氏の顔写真入り）

　でも入場できます。多数のみなさま

　のご来場をお待ちしています。

圃2月8醜～12日帽）．25（日）

のもし催問時月日

前夜祭（社会教育関係団体出演
18：00
　　～

21：00

月
日
㈱
2
8

開会式
0：00
　～

0：30

女子バドミントン大会
0：30
　～

5：00

講座生による女性童謡コーラス発表会8：30
　～

8：50

文化講演会
　　　　　　　　　　　　　　　ぎずな　　　テーマ「家族のコミュニケーションの絆」

　　　講　師元NHK（日本放送協会）アナウンサー

　　　　　　相川　宏氏
　　　※入場無料（ただし整理券が必要です）

あそびランドと映画会
　●「忍たま乱太郎パートH」ぽか2本

　●あそびいろいろ

19：00

　　～

20：30

日
箇
9

3：00
～

6：00

市民合唱団発表会
8：30
～

8：50

アンサンブル白石演奏会
19：00
　　～

20：30

日0
出
1

芸能発表会（社会教育関係団体他多数出演0＝00
　～

6：00

社交ダンスのつどい
18：30
　　～

21：00

日
ー

－
旧
1

素人力ラオケ大会
O：0012日

（月）

祝日

女子家庭バレーボール大会
0
　

0

0
　

0

9
　

7
日
）
5
佃
2

2月9日箇～12日（月

　公民館で生涯学習に取り組んでいる人たちによる一年間の

成果の展示発表です。

名　団　　　体

料理講座

しらゆり会

別

理

名

料

話手

部　屋　名

調理実習室

階段踊り場

白美会、その他

写研新白石

蔵王俳句会

画
真
芸

絵
写
文

事務室前ロビー

白石ユネスコ協会パネル展示大ホールロビー

階

東北クラブ・陶芸教室・木粕会

押し花教室

ちぎり絵教室

芸
花
絵

　
し
り

　
　
ぎ

陶
押
ち

視聴覚室

　
会

　
友

　
筆

ル
会

ク
友

一
白
坊

サ
・
池

絵
会
道

墨
鏡
華

絵
道
道

墨
書
華

第一・二講座室

ダネラアート・パッチワーク話手第二研修室

一
一

階

㌔
葱
む

白石市中央公民館

白石市教育委員会

第15回公民館まつり

　　　実行委員会

臼石市中央公民館

2月9日（金）～12日（月）

・25日（日）

圃囲回日國日
椎茸のほだ木の他いろいろあります。

詳しくは中央公民館盈24－5377・

26－2453へお問い合わせください。

，
　
孟

▲開会式

7
、

芦
噛

穐
け

・
　
、

み

』
　
亀

悔
麟　
　
　
判

▲ 知
表

幅
発

悔
能

、
芸

▲チャリティー「おでん」　　、．』侮

　　　　　　　　　　　　喰2

し
論
．

．鰯、、舗L一疑

　コじノげギユご　 　 　　 　

　　　▲芸能発表会

謹
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＠スパツシュランドしろいし費2肝2326

2月の休館日　14日、28日

第3回東日本国公立大学室内水泳記録会開催 市民会員募集中〃
●開催日　3月11日（月）

●場所スパッシュランドしろい

　　　し50m公認プール
●参加校　14大学予定

　（北海道大学、北海道教育大学、

弘前大学、秋田大学、岩手大学、山

形大学、福島大学、東北大学、宮城

教育大学、宇都宮大学、会津大学、

京都大学、新潟大学、埼玉大学）

※当日は、午前10時から競技終了

まで岩風呂とバーデゾーンのみの利

匂働く

ε『懸　　’峯　嘱　　、　ロ

　　　　！．ぞ

　～筆一騨

用となりますのでご了承ください。

なお、2階ギャラリーから応援が

できます。ぜひお越しください。

白石市民及び白石市内で勤務の方、

年会費5，150円にて1年間有効の会員

証を発行いたします。　（同居のご家

族全員有効）

市民会員になると、無料送迎バス

て土曜、日曜、祝祭日に運行）がご

利用になれます。

また、1年間市民会員料金にてご

利用できます。　（一般料金の約2／3

となります）

お申し込み、お問い合わせはスパ

ッシュランドしろいしまで。

婦人の家 岱25－50952月の休館日駄11、12、19、25日

精神保健講座「心の健康ノウハウ』受講生募集 ミニ展示会のお知らせ

●日時平成8年2月15日（木）

　　　午前10：00～12；00

●場所白石市働く婦人の家
●講　師　　斎藤　弘之氏

　　（宮城県立名取病院医師）

●受講料無料

●申込先　2月13日まで直接働く婦

　　　人の家または仙南保健所

　　　白石支所（智25－2107）に

　　　お申し込みください。

※働く婦人の家は、男性の方・お子

さま連れの方も受講できますので

お気軽にご参加ください。

　　♂ρ、

優　　ノk　’
　　＠
　緊ゴン

匂片倉家中武家屋敷r旧小関家、

みなさまのご来場をお待ちしております！！

く油絵サークル＞

2／！～2／9白石フード2F食堂

2／9～2／20自石市役所1Fホール

2／20～2／29セラビ白石店

〈木目込人形＞

2／1～2／9白石市役所1Fホール

2／9～2／20セラビ白石店

2／20～2／29白石フード2F食堂

〈ふるさとの山を観る＞

2／1～2／9セラビ白石店

武家屋敷催事「節分』

みんなで豆まきをしよう！
●開催期間　2月3日（土）

　　　午後2時～3時
●会　場　片倉家中武家屋敷「旧小

　　　関家」
●共　催　財団法人臼石市文化体育

　　　振興財団
●内容豆まきを通じて邪気を払

い、幸福を祈ります。

●協　力　昭和30・31年同年会

●2事業の問い合わせ先

自石市教育委員会生涯学習課文化

財係智25－2111（内線）412．413

おひなさんと
　　昔のきもの展

●開催期間　2月24日（土）～3月3日（日）

　　　午前9時～午後4時
●会　場　片倉家中武家屋敷「旧小

　　　関家」

●共催財団法人白石市文化体育

　　　振興財団
●内容伝統行事「ひなまつり」

にちなみ、ひな人形と昔のきもの

を展示し、なつかしい雰囲気を満

喫していただきます。

●協　力　●白石人形の蔵

　　　●麻生直哉氏

　　　　謹

鍵

署趣題馨脂＿』

寸本しけこ郎治弥 費26－3993
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若手から名工熟年工人まで一同に会し手作りの温もりあふれる雛人

形を集め展示即売いたします。

●日時2月3日（土）～3月3日（日）9：00～15：30（休館日を除く）

●会　場　弥治郎こけし村

展示品の一部展示替（開放展示室）

全国のこけし工人及びマニアの方々から寄贈されましたこけし、玩

具の一部を展示替えいたしました。ぜひご来村ください。

　　■開村時間　11月～3月まで：午前9時～午後4時
　　　　　　4月～10月まで：午前9時～午後5時
昌＝　　■休村日　毎月第2、第4水曜日（祝祭日の場合は、翌平日）

　　　　　年末年始は12月28日から1月4日まで休みです。
　　■入場料金　大　人　　　400円　　　大学生以上

　　　　　小　人　　　200円　　　高校生以下
関　　　　　　　　団　体　　　20人以上　　2割引

勺古典芸能伝承の館碧水園
2監25－7949

碧水園茶会

初めての方もお気軽にどうぞ。

●日時
　2月11日（日）10時～15時

　　24日（土）10時～15時

●茶券代　400円

図

LIBRARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

全7巻ポプラ社

特長・毎日の生活のなかで意外にも正しく使

われていなかったりする言葉を、やさしく解

説されています。

　■新着図書案内30選

1．パソコン通になる本　　　百舌鳥伶人著

2．オランダ水辺紀行　　平沢一郎文・写真

3．シュリーマン

　エーミール・ルートヴィヒ著／秋山英夫訳

4，手話で歌おう　　　　　　藤野　信行著

5．コメの入類学　　　　　　大貫恵美子著

6．されど道づれ嫁姑　　　　小林千登勢著

7．図解科学捜査マニュアル

　　　　　事件・犯罪研究会編
8．子どもを喰う世界　ピーター・リーライト著

　　　ノさくまゆみこ・くぼたのぞみ訳
9．忙しい人のベスト気功

　　　　王極盛著／石川鶴矢子訳
10．生活とバイオ　　　飴山実／小幡斉共著

11．モロヘイヤが効く　　　　　主婦の友社

12．99のスリム術

　　　　　フレーベル館編集部編
13．超かんたん遊び着0～3才　主婦の友社

14．山野草早わかり百科　　　久志　博信著

15．しかけ絵本の作り方パート1

　　　ジェーン・アービン著／加納真士訳
16．唱歌のふるさと　うみ　　鮎川　哲也著

17．今年の誕生日　　　　　　石丸　　正著

18．記憶よ語れ　　　　　　吉村　　昭著

19．思い出の歌思い出の花　　田中　澄江著

20．風のように・返事のない手紙

　　　　　　　渡辺淳一著
21．花の堤　　　　　　　　小杉　健治著

22．懲りねえ奴　　　　　　　清水　一行著

23．見廻組暗殺録　　　　　　南原　幹雄著

24．五十年目の零戦　　　　　鴫海　　章著

25．開国　　　　　　　　　　佐藤　雅美著

26．謀殺列島黄金の殺人事件　木谷　恭介著

27．恋歌ふたたび　　　　　　阿久　　悠著

28．足引き寺閻魔帳　　　　　沢田ふじ子著

．29．まどろ惨の秋　　　　　藤堂志津子著

30．この愛のすべて

　　　ジャネット・ヘイン著／黒田絵美子訳

　◆図書館利用案内◆
開館時間　火曜日～土曜日　9時～17時

　　日曜日　　　　　10時～16時

今月の休館日

2月／5、12、19、26、29日
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白石市外二町組合職員を募集します 生涯スポーツ推進事業

婦人スキー教室受講生募集ノ

●職種及び採用予定人員

診療放射線技師　　若干名

●受験要件

平成8年4月1日現在で満年齢が

35歳未満の方で診療放射線技師の免

許を有する方または取得見込の方。

●試験日時

　試験日　平成8年3月8日（金）

　　　　午後2時～5時
　試験種目　作文試験、面接試験

●採用予定日

平成8年4月1日
●勤務場所　公立刈田綜合病院

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、所要事項を記

入のうえ提出してください。

●申込受付期間

　平成8年2月26日（月）まで

※受験手続、その他受験に関する問

い合わせは、公立刈田綜合病院庶務

課人事係盈25－2145（内線）323へ。

白石外二町組合
　　　　　　　臨時職員を募集します

●日時2月19日（月）

　　　　中央公民館8時集合

●場　所　みやぎ蔵王自石スキー場

●対象者　市内に居住する婦人

●定　員　50名（定員になり次第締

　　　切ります。）

●参加費　1，000円

　　　　（リフト代、保険料等）

●申込締め切り　2月13日（火）

●その他　集合、解散は中央公民館。

貸スキー希望の方は、申し込みの

際にお申し出ください。

●申し込み・問い合わせ先

市教育委員会生涯学習課

費25－2111（内線）412へ。

●職種及び採用予定人員

看護婦　　（臨時職員）　若干名

看護助手（臨時職員）　若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募要件

平成8年4月1日現在で満年齢が

35歳未満の方で心身ともに健康な方。

看護婦については看護婦免許を有す

る方。

●募集期間

平成8年3月19日（火）まで

●応募方法

履歴書（市販の用紙を使用）に所

要事項を記入のうえ公立刈田綜合病

院庶務課人事係へ提出してください。

●採用日

　書類・面接審査によグ）随時決定し

ます。

雪上自然観察会
　　　参加者募集〃

平成8年度保健栄養教室受講生募集〃

　毎日健康に暮らしていますか？健

康を維持し、生きがいのある楽しい

毎日を過ごすために、保健や栄養な

どの知識を身につけるこの教室にあ

なたも参加してみませんか。男性の

方も大歓迎です。（託児も行ってます）

●期　聞　平成8年4月～9年2月

r畢7”

　　　計12回
●場所白石市健康センター

●定員50名
●受講料　1回30Q円（材料費等）

●申込締め切り　3月8日（金）

●間い合わせ先　市民生部保健課

留25－2！1！（内線）606．607

　　　　　溝

解
」
『
曝
駿
ゴ

●日　時　2月18日（日）

●場所国立南蔵王青少年野営場

●集合同野営場駐車場9：30集合

●参加費　大人300円、中学まで100

円（当日持参。資料・保険代等）

●持ち物　防寒服、歩くスキー、か

んじき、ザック、昼食、水筒、帽子、

ビニール袋、観察ノート、筆記用具、

手袋、ルーぺ、メジャー、双眼鏡、

保険証（コピー）

●締め切り　2月10日（土）

●申し込み・問い合わせ先

　ハガキに住所、氏名、性別、年齢、

電話番号を記入のうえ、〒989－12大

河原町大谷字末広！03－2　鈴木喜弘

盈0224－53－1605あてに郵送してくだ

さヌ2久

市政モニターを募集します

市では、市内各地域のさまざまな

職業、年齢の皆さんのご意見を市政

に反映させる市政モニターを募集し

ます。

　多くの皆さんの応募をお待ちして

います。

仕事内容

　モニターとしてお願いする仕事は、

市政についてのご意見・ご要望を

随時寄せていただくことです。また

アンケート調査にも協力していただ

きます。

　お願いする期間は、今年の4月か

ら再来年3月までの2年間で、モニ

ター活動のお礼として記念品をお贈

りします。

応募の資格・方法等

●応募資格　　満20歳以上の市民の

　方ならどなたでも応募できます。

　ただし、議員と国・地方公共団体

　・公社等の行政関係者の方は応募

　できません。

●募集人員　33人

●応募方法　記載例により、官製ハ

　ガキに所定の事項を記入のうえ、

　市秘書広報課あてにお送りくださ

　いQ

●締め切り　2月20日（木）

●選考とその決定

モニターの選考は、地域・職業・

年代・男女別などを参考に決定し

　ます。決定については、文書でお

知らせします。

●問い合わせ先　市秘書広報課

費25－2111（内線）312
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エッセイコンテスト
　　　「オーストラリアとの出会いJ

●内容オーストラリアとのふれ

あいに関するテーマなら何でもO

K。抽象的なものでなく、具体的

な内容にしてください。

●応募対象　年齢、その他一切制限

　　　　ありません。

●原稿400字詰め原稿用紙10～

　　　20枚程度。
●締め切り　2月末日。4月中旬に

審査結果を発表します。

●賞品
優秀作　全日空オーストラリァ往

㌔bで㌧●
0

　
雪

　　　復チケット　2人

1等　 〃　1人ほか
●申し込み・問い合わせ先

　（社）日・豪・ニュージーランド協

会　〒171豊島区高田2－18－23シ

　ャトー目白ビ1レ201

智03－3590－8581、FAXO3－3590－8620

鰹

歩く

ファミリースキーの集い

●日時2月25日（日）

●場所国立南蔵王青少年野営場

●参加対象　小学生3年生以上、中

学生とその父母（家族）

●定　員　50人（定員になり次第締

　　　　め切り）

●参加費　一人1，000円（食事代、保

　　　　険料等）

●参加申し込み　2月18日まで電話

または蹴で直接国立南蔵王青少年野

営場へ。盈24－8126、EAX24－8！28

エアロビクス講座

　　　受講生募集〃

からだを動かしてストレスを発散

しませんか。初心者の方大観迎です。

●時　間　毎週水曜日午前！0時30分

　　　　～12時

●場所中央公民館
●会　費　月2，000円

●その他　動きやすい服装で、運動

ぐつをおホ寺ちください。

技術専門校学生募集

宮城県立白石高等技術専門校では、

平成8年度O　A経理科学生を募集し

ています。

●募集人員　10名

●資格高卒以上、おおむね30歳

　　　　まで
●試験科目　国語、数学、面接

●選考期日　随時選考

　　　　平成8年3月25日まで
●お問い合わせ先

　宮城県立自石高等技術専門校

　費25－2444
　　　　　　（）
　　　　“　　、
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　外科

　歯科

3月3日
　内科

　外科

　歯科

蠣
O 陸溜

－
　
震
U

パ
》
　
4

5
　
1

1
　
り
乙

　
　
　
り

25

25
盈
智

院
院

医
病

上
田

海
刈
谷津歯科医院費26－3254

水野クリニッタ　奮25－2736

刈　田病院奮25－2145
亘理歯科医院盈26－2563

梅津内科医院盈24－3571
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ごとう歯科医院　盈24－2020

大沼医院費25－2502
刈田病院盈25－2145
石川歯科医院費32－2088

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故1／擢銘

事故発生件数

死亡者数

負傷者数
物損件数

57件　（57件）

0人（0人）

4人（4人）

5翫牛　（53｛牛）

平成8年交通安全年間スローガン

●子ども部門

“まいっか一”そんな

　　気持が事故のもと！

幽人口42，060人（前月比）　＋7
　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　懸20，690　辱21，370

樋世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
沓12，503　　　12月31日現在

繕
ノし童館利用のお知らせ

児童館とは…専門の児童厚生員の指

導によ1）、児童に健全な遊びなどを

与え、健康を増進し、情操を豊かに

することを目的とした児童福祉施設

です。

利用できる児童…市内の小学校に在

籍している児童であれば、どなたで

も無料で利用できます。

利用の手続き…利用方法には、「登録

児童」と「自由来館児童」の2通り

があります。

●「登録児童』

　両親が共働きなど留守がちな家庭

で、学校帰りなど、通常毎日利用で

きます。なお、申し込みは3月8日

沢端川水門工事に伴う

までですので、希望する児童館に必

要書類を提出してください。申し込

み用紙は各児童館、福祉事務所にあ

ります。

●「自由来館児童」

　登録児童以外の児童で自由に来館

でき、特別な手続きはあ1）ません。

○お問い合わせ先

　第一児童館（亘理町）

盈25－7070

　第二児童館（白石沖）

盈25－3875

　福祉事務所

智25－2111（内線）151

市内堀割の減水について（建設課）

　沢端川に設置されている水門の電

動化工事に伴い、下記の期間は沢端

川および堀割の水量が減少しますの

でご協力をお願いするとともに、火

の元に十分ご注意ください。

　減水は、連続してではなく、数日

ごとに行ないます。

○工事期間　2月1日～3月25日

○市内堀割減水期間

上記工事期間のうち約7日間

○問い合わせ先

土木部建設課智25－2111（内線）264

標準小作料の改訓こつし、て

　農業委員会では、農地の賃貸借に

よる契約小作料の額を定めるにあた

って、目安となる小作料の標準額を

定めています。

　この標準小作料は、3年ごとに見

直しが行われ、今回の小作料の標準

標準小作料

額は次のとお1）です。

　なお、この標準額は、平成8年の

支払小作料から適用となります。

※詳しくは市農業委員会事務局盈

　25－2111（内線）231まで。

農地の区分

田の部
（10a当り）

畑の部
（旧a当り）

小作料の標準額

上

中

下

上

中

下

28．000閂
24，000四
20．000円
14．000囚
11．000門
7．000円

備考（10a当りの収量）

480kg／10a

450kg／10a

4EOk9／10a

刈田病院は、毎週土・日曜日が休診日です。
　　　　　　　　　　　　　（ただし、急患は受付いたします。）

釦

ゼ成8年度（追加受付）白石市建設工事関係等

　　　　　競争入札参加申込の受付のお知らせ

○受付期間　2月15日～29日まで

　（ただし、土・日曜日を除く。）

○受付時間

午前9時～午前11時30分まで

午後1時～午後4時まで

○受付場所　市役所3階受付会場

○有効期間　平成8年4月1日～平

成9年3月31日まで（1年間）

○申請書様式　建設省統一様式（物

品関係の申請書のみ、当市で用意

　しています。）

○その他　郵送による受付はいたし

ません。詳しくは、申込要領（総

務課で用意しています。）を参考に

　してください。

○問い合わせ先　市総務課管財契約

係盈25－2111（内線）334・335

ノルパースキー教室のこ案内

雄大な蔵王の大自然の中で、スキ

ーをしませんか？

●主催白石市シルバースキー愛

　　　　好会

●日時平成8年3月6日（胸
●場　所　みやぎ蔵王白石スキー場

●対　象　市内在住の年齢55歳以上

　　　　の方

●講　師　南蔵王白石スキー学校

　　　　講師
●申込締切　2月25日まで

●費用　3，000円

●申し込み・問い合わせ先

　●自石市教育委員会生涯学習課

　体育係a25－2111（内線）412

　●佐藤安雄費26－2612

麟石郵便局からのお知らせ

禽郵便局モニター募集中
郵便・為替貯金および簡易生命保

険の各事業の制度・サービス内容な

どに対する、お客様の意見・要望を

お聞きし、サービス改善や新サービ

スの開発に役立てるとともに、郵政

事業についての理解を深めてもらう

ことを目的とします。

○資格郵政事業に関心を持って

　いる満20歳以上の方

○募集締切　2月20日

○応募方法　郵便局の窓口に備え付

けの応募用紙または郵便はがき

　に、次の事項をご記入の上、最寄

　りの郵便局に応募してください。

①住所②氏名③年齢④性別⑤電話

番号⑥応募の動機および郵便局に対

する意見⑦過去のモニター歴

※詳しくは最寄『）の郵便局でおたず

　ねください。

愈簡易保険創業80周年記念「愛情クイズ』実施中

郵便局では、簡易保険が平成8年

10月で創業80年を迎えることを記念

して、“簡易保険創業80周年記念『愛

情』キャンペーン”を実施しています。

　なお、キャンペーン期問（1～2

月）中、クイズにお答えいただいたお

客様の中から抽選で2，000名の方に

素敵なプレゼントを差し上げます。

　はがきに、住所・氏名・年齢・ク

イズの答「□□周年」を記入し、最

寄i）の郵便局へ応募してください。

　詳しくは、郵便局の窓口または

セールスパーソンにおたずねくだ

さい。

　
転
［

裾
鵡

．学通信教育

合同入学説明会

○日時　3月3日〔日）11＝00～16：30

0場所　斎藤報恩会館（仙台市）

○参加校（16校）

法政大学、慶応義塾大学、中央大

学、日本大学、玉川大学、佛教大

学、近畿大学（同短期大学）、東洋大

学、明星大学、大阪学院大学、産能

大学、武蔵野美術大学短期大学部、

産能短期大学、近畿大学豊岡短期大

学、聖徳大学短期大学部、愛知産業

大学、東海産業短期大学

○問い合わせ先

　〒160東京都新宿区新宿2－3－11

　東京建物御苑前ビル7階

　（眈私立大学通信教育協会

　盈03－3350－6681

蹴
ギ㌧辱形教育融資のこ案内

雇用促進事業団では、財形貯蓄を

している勤労者ご本人またはご親族

（六親等内の血族、配偶者、三親等

内の姻族）が、進学する際および在

学（就学）中に必要な教育資金の融資

を行っています。

○融資対象費用　入学金、授業料、

　教科書代、下宿代等居住費用

○融資対象教育施設　高等学校、短

　大、大学、専修学校、各種学校など

○融資額　財形貯蓄残高の5倍以内

　で、10万円以上450万円まで

o融資条件
　●利率…年4．59％（平成7年10月

　　　　1日現在）

　●返済期間…8年以内

o申し込み先　財形教育融資業務取

　扱店の掲示のある銀行等金融機関

○問い合わせ先

　雇用促進事業団宮城雇用促進セン

　ター盈022－257－2009へ。

　　　　　　D’鎗
　　　　　　　D
　　巳　　l　I　l　唇，
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　「ぽくだけのはらぺこあおむし」
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平間和也くん
　（第二小・1年）
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市内大鷹沢に住む大槻哲也くん（高校2年生）は昨年12月24日に京都市で行

われた全国高校駅伝競走大会で、宮城県代表の仙台育英高校の選手として第6

区を走りました。

「自分のところで離されちゃまずいな一って思っていたんですけど、最初に設

定したタイムよりちょっと遅くなっていて、ゴールして一番最初に気にしたの

は、自分のタイムでした。（笑）」

厳しい練習や休日の自主トレを重ね、中学時代から幾度も県大会や東北大会

に出ている大槻くんですが、初めて走ったの

鷺驚綴タロスカン，，一大会臨乳轟
1こ出たんですけどコースを問違えて（笑）8。何　簿

位かだったんで、それがなんとなく悔しかっ
たんです．（笑）中学校で、サッカーか陸上か蝉．一～一

迷いましたけど、サッカー部の兄に「真似す　’』　　’9デ」

んな」って怒られたんですよ。（笑）それで、

陸上に行ったんです。」

　これからの目標は高校3年間の締めくくりと

してインターハイに出ることと、今年の全国
高校駅伝競献会で育英の＿員として優勝す脚騨曝饗一

ること航　　　　1∵鑑がんばれ！大槻くん！　　　鷺1、、恋、．

解
曳

　　瓢，寮漣

ヤ
1 騨学「

舞　ズ甑

㌃毛」噂　　．餐轡

ヤ竪

お

炉

　　1礎

爾％響’『

・沁隻、

マ
N

7
阿部警総ん（・歳）

　　（大鷹沢）

　　善勝さん、美香さんの長男

ママからひとこと

ぜ～んじゅ君、ちゅきちゅきchu～リ

パパからひとこと

大物になれ！
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10：00～12：00

10：00～15＝00

10＝00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：00～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11＝30

10：0Q～15：00

10：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

9：00～11：00

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　④2

第2会議室　⑧2

第2会議室　＠2
福祉事務所内相談室　④1

第3会議室　⑱3
健康福祉センター
1階生活環境課

福祉事務所　⑱1

第4会議室　　＠4

第2会議室　　㊧2

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1

健康センター

第2会議室

〆磧亀

鑑


